
2024 年 5月 14 日 

2024 年度 埼玉県支部 技術士一次･二次試験合格者祝賀会(記念特別講演)の実施報告 

日本技術士会埼玉県支部 

 

開催日時：2024 年 5 月 11 日(土) 14：30～18：45 

開催場所：新都心ビジネス交流プラザ 4 階Ｂ･Ｃ会議室 

    （さいたま市中央区上落合 2丁目 3-2） 

参 加 者：42名、うち合格者 19 名 

 

第 1部 祝賀会(Ｂ会議室) 14：35～17：00 

司会進行：中田よしみ(埼玉県支部 科学技術振興委員会 委員長) 

１．祝辞：石田正雄(埼玉県支部 支部長) 14：35～14：50 

・合格者への祝辞とともに、技術士制度の成り立ちの話を通じて、 

技術士の社会的使命を説明する内容であった。また、埼玉県支部 

の社会的役割および支部活動の概要説明がなされた。          石田支部長 

２．来賓あいさつ：日本技術士会 本部 総務委員長 小林政徳さま 14：50～15：00 

(代読者：本部 総務委員会 埼玉県支部連絡担当 小川博士さま) 

・専門を究め学位を修めた人が博士、技術を社会に活かす産業界の最高 

ランクの資格が技術士であり、合格者は技術士の仲間、特に先輩から 

学び、技術力を高めることが重要で、自己研鑽してくださいという 

祝辞がなされた。 

・併せて、本部の活動についての紹介がなされた。技術士会ＨＰに、 

ＰＲ動画があること、CPD 行事のビデオや CPD 記録が登録できる 

こと、テレビドラマで技術士が活躍している話をいただいた。      小川博士さま 

３．埼玉県支部活動の紹介 15：00～15：45 

1) 総務企画委員会：白岩信裕(委員長) 

・支部を良く知ってもらおうということで、「広報グループを」立ち上げた。その成果として、

支部の PRビデオを制作した(動画を会場で放映)。 

2) CPD 委員会：菅原 宏(委員長) 

・部門を横断する視点で委員会を運営しており、双方向参加型の CPD 行事を開催している。 

3) 科学技術振興委員会：中田よしみ(委員長) 

・特に理科実験教室で、子供たちに科学の楽しさを伝えている。そのために、サイエンスコ

ミュニケーターとしてのスキルアップを図っている。委員募集、サポーター募集中。 

4) 地域産業支援委員会：近藤 孝(委員長) 

・社会貢献、地域産業支援、技術士の活用促進の 3 本柱で活動している。支援の技術相談員

は、コーチング体験研修を経てスキルを養成している。 

 



5) 地域活性化委員会：若林直樹(委員長) 

・県北部、東部、西部各地域に小委員会を持ち、CPD 行事を開催して資質の向上を図るとと

もに、地域に根差した防災グループ等による社会貢献活動を行っている。 

（休憩 15：45～15：50 ） 

４．記念特別講演「技術士への期待～技術者倫理を主眼として～」 15：50～16：45 

 講師：袴谷 達さま(電気電子､上下水道､総合技術監理)  

日本技術士会 技術者倫理研究会 袴谷技術士事務所 

・技術者倫理の原点は「相手を思いやる心」であり、技術者は決定に 

対して責任を持ち、問題解決能力と品位が重要である。 

・技術士倫理綱領について、概要の説明をいただいた。 

・期待する技術士像について、講師の考えを披露された。幸福な技術士 

を目指し、倫理的に生きることの重要性を伺いました。         袴谷 達さま 

５．技術士試験合格者の紹介 16：45～16：47 

・司会が合格者のお名前を一人一人読み上げてご紹介した。合格者の方々には、自席で起立

することで、ごあいさつとさせていただいた。 

 

技術士試験合格者の紹介 

６．閉会あいさつ：菅原 宏(埼玉県支部 CPD 委員会委員長) 16：47～16：50 

・今日の話を振り返って、今後の活動に活かして欲しいとあいさつされた。 

７．記念集合写真撮影 16：50～17：00 

 

集合写真(合格者と来賓と講演者) 



 

集合写真(祝賀会出席者) 

 

第 2部 懇親交流会(Ｃ会議室) 17：15～18：45 

司会進行：村山 肇(埼玉県支部 総務企画委員会) 

・開会あいさつ：近藤 孝(埼玉県支部 副支部長) 

・来賓あいさつと乾杯：日本技術士会 本部 総務委員会 小川博士さま 

・技術士試験合格者の自己紹介：16 名。 

・中締め：白岩信裕(埼玉県支部 総務企画委員長)  

合格者の方々をお祝いするとともに、参加者相互の情報交換を実施しました。 

 

 

 

 

 

近藤副支部長     小川博士さま   白岩総務企画委員長    村山委員 

以上 

(文責：総務企画委員会 佐久間幹 ) 


